
令和７年度 啓晴高等学校 自己評価 【後期】 

教育目標 
・校訓「ＦＩＮＥ」に込められた想いをもとに、生徒一人ひとりが自らの歩みに自信を

持ち、地域社会の中で信頼され、活躍できる人材を育成する。 

 

領域・項目 取り組み内容 前期評価 後期評価 

学習指導 ①面接指導以外の時間を利用して、基礎学力の定着・向上を図

る授業を展開している。 

②学習アプリを活用して、個々の能力に応じた学習指導を行

い、学習内容を深めている。 

③日本漢字能力検定・実用技能英語検定や各種商業検定のた

めの授業を行っている。 

④生徒一人ひとりの進路目標に応じた個別指導を適宜行って

いる。 

 Ａ 

進路指導 ①上級学校や企業と連携し、生徒が進路目標を明確に持つた

めの指導を行っている。 

②１年生から、上級学校見学や企業見学を行うことで進路に

対する意識を高めている。 

③クラス担任だけではなく職員全員が進路担当となり、きめ

細やかな指導を行っている。（３年） 

④総合的な探究の時間に、主体的に課題を解決できる能力を

育てる指導を行っている。 

 Ａ 

生徒指導 ①登下校指導時に、挨拶や身だしなみなど基本的生活習慣や

社会規範を守るよう指導している。 

②ＬＨＲを活用して情報モラルや社会規範を学習させてい

る。 

③スクールカウンセラー（臨床心理士）との連携や、学校生活

アンケートの実施など、生徒が安心・安全に学校生活を送れ

るようにしている。 

 Ｂ 

その他 ①学校行事や部活動を通じて、仲間と活動する喜びや他者を

思いやる態度を育成して、集団生活における好ましい人間

関係の構築と社会性を育む指導を行っている。 

②生徒会活動やＭＳリーダーズ活動を通して生徒の自主的活

動を支援し、自己有用感を育てる指導を行っている。 

 Ａ 

 


